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情報デザイン教育の取り組み

アクティブラーニング型（学⽣生たちの能動的な学び）
ワークショップ形式
 　 　先⽣生は船の先導役	
  
 　 　答えは教えるのでなく、共に⾒見見つける旅にでる。
授業のゴール
 　 　アイデアの⾒見見つけ⽅方を学ぶ
 　 　→答えの解き⽅方、⾒見見つけ⽅方を知れば課題が楽しくなる。
 　 　アイデアの良し悪しがわかる
 　 　→⾃自分で評価するのでなく、利⽤用者に評価してもらう。

「創造的思考を⽤用いたUIデザインの教材」2014年,⽇日本デザイン学会
「インフォグラフィックスデザインの教育実践２」2013年,⽇日本デザイン学会
「インフォグラフィックスデザインの教育実践」2012年,⽇日本デザイン学会
「電⼦子書籍のインタラクションデザイン」	
  2011年,⽇日本デザイン学会
「体験型学習による情報デザイン教育の実践」2010年,⽇日本デザイン学会
など

授業実践の公開、発表

授業スタイル
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企業連携
課題

卒業制作

スキルトレーニングと問題解決アプローチ

専門的導入

時間数（多）

時間数（少）

Webデザイン
スキル

企画／プレゼン
スキル
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企業連携
課題

卒業制作

スキルトレーニングと問題解決アプローチ

専門的導入

時間数（多）

時間数（少）

Webデザイン
スキル

企画／プレゼン
スキル

チームビルディング
入学時

コミュニケーション

人間設計プロセス
１年生後期

発想手法／ユーザ視点
UI / UXデザイン

２年生前期

コンテンツ／提案力

ロジカルシンキング

フィールドサーベイ
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授業テーマ

•贈ることのデザインー新しい贈り物体験をデザインする
（2014年）

•東京都庁展望台の利用者に向けたアプリ提案（2013年）

•書店で本を探す体験のデザイン（2012年）

•旅のデザイン（2011年）
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事例紹介「贈ることのデザイン」

贈る体験のデザイン

!"#$%情報デザインⅠ
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もやピタ

商品化されている先行事例
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授業スケジュール

６

探求 設計 再構成 実施
2014年10月8日 
プレ課題 
2014年10月22日 
サービスサファリ 
2014年10月28日 
フィールドワーク 
2014年11月12日 
ブレインストーミング 
2014年11月19日 
フィールドワーク 
2014年11月26日 
フィールドワークのまとめ

2014年12月3日 
コンセプト 
2014年12月10日 
ペルソナ＆シナリオ 
2014年12月17日 
プレゼン、ラフスケッチ

気づきを発見 発案する 造って試す 実現性の確認

2015年1月7日 
ワイヤーフレーム 
2015年1月14日 
UIデザイン 

2015年1月28日 
ユーザテスト 
ブラッシュアップ 
2015年2月4日 
最終プレゼン 

３ ２ ２
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対象家族
恋⼈人
お付き合い 背景

共有
⼈人間関係

伝える

技術
クラウド SNS

アプリ

贈り物

お題検討の切り⼝口

コト（体験）

感謝
交流

シーンシナリオ
学⽣生

キャスト

利⽤用時

お題が決まれば授業の⾻骨⼦子が描ける。

つながり
祝う

伝える
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背景
共有

⼈人間関係
伝える

技術
クラウド SNS

アプリ

シナリオ
キャスト

シーン
その他（社会的な観点）、話題性

お題検討の切り⼝口
学習目標ユーザにとっての価値に気づく

インサイト発⾒見見から提案できる

ユーザ体験／ユーザ観察／インサイト発見... 学習項目

家族 学⽣生（専⾨門学校⽣生） 義理...
祖⽗父・祖⺟母恋⼈人

先輩

ユーザ／関係者

感謝
交流

つながり

祝う
伝える

テーマ／カテゴリ／インサイト

お題贈り物
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教員がアイデアを出せるか。
自分ごとしやすいか？
学生にとってテーマに伴う体験があるか。
楽しめるか？
事例が示せるか。
お題からサブテーマの広がりが望めるか。
行動、行為につながるサブテーマか。

お題検討で大切にしていること
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工夫点
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課題スタートの前のプレ課題。
ワークの流れや大事なポイントを俯瞰する。

ユーザ視点
観察方法
ペルソナ・シナリオ
モックアップ作成
プレゼンテーション
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アイデアをアウトプットする機会を増やす

答えを共に⾒見見つける

アナログか、デジタルか？
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発想の引き出しを複数用意する。
アイデアを掘り下げる、多角的に捉える。三角測量。

気づきを発見するための手法アラカルト

カスタマージャーニーマップ

ステークホルダーマップ

エスノグラフィ

サービスサファリ

シャドーイング

文脈的インタビュー

期待マップ

ペルソナ・シナリオ
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ワークシートを⽤用意する（気づき、ポイントを明⽰示）
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共有しやすくする工夫。アイデアの可視化。
チームでアイデアを共有する
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ファシリテーション＋教材

学⽣生⾃自らがʻ‘発⾒見見ʼ’する余⽩白をデザインする。

ひとりだちのための足場づくり
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ファシリテーション＋教材

教員が学⽣生の活動をつなぎ、⽀支援する。

小さな学びのステップを連結する。
調査から最終提案まで アイデアをつなぐ。
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ファシリテーション＋⾒見見える化

アイデアを共有／ファシリテーショングラフィックス（テキストP140）
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アイデアを共有／ファシリテーショングラフィックス（テキストP140）
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‘体験’を‘学び‘として定着させる

評価／リフレクション（振り返り）

A
B

CD

E

Aさんの学び Bさんの学び Cさんの学び

Dさんの学び Eさんの学び Aさんの学び

Bさんの学び Cさんの学び Dさんの学び
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学び合う授業のために

学生同士が学び合うために

学生と教員が学び合うために

student

teacher

student

・ファシリテーショングラフィックス

・ワークシート
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